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新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
描
か
れ
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
、目
の
前
を
走
っ
て
い
く
。く
み
あ
い
運
輸
の
車
だ

ろ
う
か
。今
、大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
物
流

の「
2
0
2
4
年
問
題
」で
あ
る
。物
流
業
界
は
高
齢

化
と
人
手
不
足
、長
時
間
労
働
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
う
ち
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

な
か
っ
た
。だ
が
、2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
、働
き

方
改
革
関
連
法
に
基
づ
く
新
た
な
労
働
基
準
法
が
適

用
さ
れ
、年
9
6
0
時
間
に
制
限
さ
れ
る
。そ
う
な
る

と
さ
ら
に
人
手
不
足
が
進
ん
で
物
流
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、こ
の
こ
と
が「
2
0
2
4
年
問

題
」と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
働
き
方
改
革
に
よ
る
残
業
時
間
の
制
限
は
、労
働

環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
半
面
、人
手
が
足
り
な
く

な
り
、配
送
の
遅
れ
や
欠
品
、配
送
料
の
上
昇
に
つ
な

が
る
な
ど
の
懸
念
が
出
て
い
る
。野
村
総
合
研
究
所

は
、2
0
2
5
年
に
は
全
国
の
荷
物
総
量
の
う
ち
約

28
％
、2
0
3
0
年
に
は
約
35
％
が
運
べ
な
く
な
る

と
の
推
計
を
公
表
し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、業
界
も

あ
の
手
こ
の
手
で
対
策
を
模
索
し
て
い
る
。物
流
各

社
は
、1
台
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
の
荷
物
を
運

べ
る「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」の
活
用
や
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
か
ら
船
や
鉄
道
に
転
換
す
る
取
り
組
み
も
加
速

し
て
い
る
。ま
た
、各
メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
界
は
配
送

の
共
同
化
を
展
開
し
て
い
る
。先
ご
ろ
は
、ヤ
マ
ト
運

輸
が
宅
急
便
の
配
達
が
1
日
遅
れ
る
こ
と
を
発
表
し

た
。牛
丼
チ
ェ
ー
ン
の
吉
野
家
で
は
、定
年
を
迎
え
た

社
員
を
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
す
る
制
度

を
検
討
し
て
い
る
。

　
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
食
料
が
国
民
へ
行
き

渡
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。こ
の
問
題
に

は
物
流
業
界
や
卸
、Ｊ
Ａ
、農
業
者
、消
費
者
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
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労働力不足等に直面している日本の農
業生産に欠くことのできない最新農業
機械を提案します。
皆様のご来場をお待ちしております！

〔お問い合せ〕JA熊本経済連 農業機械課
TEL：096-328-1181

あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
7
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
こ
の
時
期
、貰
っ
て
う
れ
し
い
も
の
は
何
で
す
か
？

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
相
手
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
贈
る
も
の
に
お
中
元
が
あ
り
ま
す
。お
中
元

は
夏
に
品
物
を
送
り
ま
す
が
、地
域
に
よ
っ
て
送
る
時

期
が
異
な
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。7
月
の
初
旬
だ
っ

た
り
、8
月
の
中
旬
だ
っ
た
り
、沖
縄
で
は
9
月
の
初

旬
ご
ろ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
中
元
と
同
じ
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
相
手
に
贈

り
物
を
す
る
も
の
に
お
歳
暮
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。お
中

元
は
相
手
に
上
半
期
の
感
謝
を
込
め
て
夏
に
送
る
も
の

で
す
が
、お
歳
暮
は
相
手
に
1
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

冬
に
送
る
も
の
で
す
。由
来
や
送
る
時
期
な
ど
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
も
相
手
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
お
中
元
や
お
歳
暮
の
品
物
を
包
む
際
に
使
わ
れ
る

の
が
の
し
紙
で
す
。こ
の
の
し
紙
の
右
上
に
あ
る
飾
り

が「
夷
斗
」（
の
し
）で
す
。こ
の
夷
斗
と
水
引
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
も
の
が「
の
し
紙
」で
す
。水
引
に
は
、蝶
結
び

と
結
び
切
り
が
あ
る
の
で
留
意
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

撮影：小森田 隆弘 様

「トマト食べたいニャ」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
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▲通常総会で挨拶を行うJA熊本中央会の
宮本隆幸会長

▲通常総会で挨拶を行うJA熊本経済連の
丁道夫会長

▲通常総会の様子

No.396　みどりの風　2022.12.15 （2）

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
各
連
合
会
は
、
6
月

30
日
、Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
7
階
ホ
ー
ル
に
て
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
央
会
お
よ
び
各
連
合
会
の
令
和
4
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
役
員
選
任
等
の
各

議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会

長
は
「
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、今
、

わ
が
国
の
農
業
は
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
家
が
安
心

し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
持
続
可
能

な
農
業
の
確
立
と
、
そ
れ
を
支
え
る
本
県
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
皆
様
方

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
中
央
会
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
で
、
県

域
Ｊ
Ａ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
践
、

農
業
者
の
所
得
増
大
等
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
持
続
可

能
な
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
経
営
基
盤
確
立
に
向
け
た

総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
農
業
・
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
農
政
活
動
の
実
践
、
等
の
重
点

取
組
み
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の
丁
道
夫
会
長
は
、
挨

拶
で
「
国
内
農
業
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

や
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
業
者
の

減
少
、
燃
油
・
肥
料
・
資
料
等
の
資
材
価
格

の
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
、
農

業
生
産
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
状
況
に
あ
る
。
品
目
別
の
販
売
促
進
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
生
産
資
材
の
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
仕
入
機
能
の
強
化
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
各
連
合
会
　
通
常
総
会
を
開
催

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
国
の
覇

権
主
義
的
な
動
き
へ
の
対
応
、
核
軍
縮
、
生

成
A
I
（
人
口
知
能
）
を
巡
る
ル
ー
ル
作
り

な
ど
を
主
要
議
題
と
す
る
先
進
7
ケ
国
（
Ｇ

7
）
首
脳
会
議
が
5
月
19
日
、
広
島
市
で
開

幕
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
法
の
支
配
に

基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
を
強
化

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、

現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
に
向
け
て
取
り
組
む
と
す
る

首
脳
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
食
料
・
農
業
分
野
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世
界
の
食
料
安
全
保
障
が
悪

化
し
て
い
る
と
し
て
、
深
い
懸
念
を
表
明
し

ま
し
た
。
食
料
の
生
産
・
供
給
体
制
を
強
靭

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
既
存
の
農
業
資

源
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
や
環
境
に
配
慮

し
た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
や

幅
広
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
初
の
行
動
声
明

　
ま
た
、
首
脳
宣
言
と
は
別
に
先
進
7
ケ
国

（
Ｇ
7
）
首
脳
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
・

途
上
の
8
ケ
国
首
脳
と
初
め
て
、
世
界
の
食

料
安
全
保
障
の
強
靭
化
に
向
け
た
「
広
島
行

動
声
明
」
を
出
し
ま
し
た
。
世
界
は
現
世
代

で
最
も
高
い
飢
饉
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い

る
と
警
告
し
、
危
機
へ
の
備
え
な
ど
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
食
料
不
足
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
や

す
い
8
ケ
国
と
の
行
動
声
明
は
、
飢
饉
回
避

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
被
爆
地
広
島
県
で
開
催
　

〜
強
靭
な
グ
ロ
ー
バ
ル
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る「
広
島
行
動
声
明
」を
発
表
〜

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政
治

連
盟
は
、
6
月
2
日
、
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大

臣
と
藤
木
し
ん
や
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
を
農

林
水
産
省
に
訪
ね
、
農
業
生
産
資
材
高
騰
等
に

関
す
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
等
を

背
景
と
し
た
農
業
生
産
資
材
高
騰
が
続
い
て
い

る
中
で
、
食
料
や
資
源
の
多
く
を
海
外
に
依
存

し
て
い
る
我
が
国
の
食
料
安
定
供
給
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
農
業
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
・
高
止

ま
り
は
長
期
化
し
、
生
産
現
場
で
は
負
債
増
加

等
を
理
由
に
離
農
者
も
出
始
め
る
な
ど
、
営
農

継
続
の
危
機
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

生
産
資
材
等
の
コ
ス
ト
上
昇
分
を
農
畜
産
物
価

格
へ
転
嫁
で
き
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、
生

産
資
材
価
格
高
騰
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
要
請
書
を
手
渡
し
た
J
A
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
は
「
農
業
の
厳
し
い
経
営
環
境
を

踏
ま
え
、
農
業
を
持
続
さ
せ
後
継
者
を
育
成
す

る
に
は
、
一
定
の
農
家
所
得
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大
臣
は

「
農
業
と
国
民
の
食
料
を
守
る
た
め
に
政
府
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
応
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
は
、
同
日
こ
の
大
臣

等
要
請
の
前
に
、
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
木
原

稔
氏
、
西
野
太
亮
氏
、
坂
本
哲
志
氏
、
金
子
恭

之
氏
、
参
議
院
議
員
の
松
村
祥
史
氏
、
馬
場
成

志
氏
へ
も
同
様
の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

野
村
農
水
大
臣
、藤
木
農
水
政
務
官
へ
緊
急
要
請

中
央
会
・
各
連
合
会
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
中
央
会

▽
代
表
理
事
会
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・
Ｊ

　
Ａ
熊
本
市
）

▽
副
会
長
理
事
＝
福
田
勝
徳
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
く
ま
）

▽
常
務
理
事
＝
山
本
浩
二
（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
Ｊ
Ａ
た

　
ま
な
）

◆
経
済
連

▽
代
表
理
事
会
長
＝
丁 

道
夫
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
あ
し
き
た
）

▽
副
会
長
理
事
＝
山
住
昭
二
（
新
・
Ｊ
Ａ

　
や
つ
し
ろ
）

▽
代
表
理
事
専
務
＝
梶
原 

哲
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
か
み
ま
し
き
）

▽
代
表
理
事
常
務
＝
多
久
嘉
秀（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
前
掲
）

▽
常
勤
監
事
＝
髙
濱 

泉
（
再
・
学
経
）

◆
共
済
連

▽
運
営
委
員
会
会
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・

　
前
掲
）

▽
運
営
委
員
会
副
会
長
＝
原
山
寅
雄
（
新
・

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
）

◆
厚
生
連

▽
代
表
理
事
会
長
＝
宮
本
隆
幸（
再
・
前
掲
）

▽
副
会
長
理
事
＝
福
田
勝
徳
（
再
・
前
掲
）

▽
代
表
理
事
常
務
＝
西
野
良
二（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
前
掲
）

◆
県
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
運
営
協
議
会

▽
運
営
協
議
会
議
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・

　
前
掲
）

▽
運
営
協
議
会
副
議
長
＝
﨑
本
和
人
（
新
・

　
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
）

◆
県
農
業
信
用
基
金
協
会

▽
会
長
理
事
＝
丸
田
博
雄
（
新
・
Ｊ
Ａ
熊

　
本
う
き
）

▽
専
務
理
事
＝
岡
山
幸
市
（
再
・
学
経
）

緊
急
要
請
の
内
容

1
．生
産
資
材
高
騰
対
策
の
創
設
、拡
充

2
．物
流
2
0
2
4
年
問
題
に
よ
る
輸
送
コ

　
　
ス
ト
増
大
へ
の
対
策

3
．生
産
資
材
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農
業

　
　
者
へ
の
金
融
支
援

4
．口
蹄
疫
等
家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
水
際

　
　
対
策
の
徹
底
・
強
化

広
島
行
動
声
明
の
ポ
イ
ン
ト

1
．食
料
安
全
保
障
の
緊
急
の
危
機
へ
の

　
　
対
応

2
．将
来
の
食
料
安
全
保
障
危
機
へ
の
備

　
　
え
と
予
防

　
（1）
市
場
の
透
明
性
と
食
料
及
び
栄
養
の

　
　
危
機
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
に

　
（2）
危
機
時
に
推
奨
さ
れ
る
行
動
に
関
す

　
　
る
共
通
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

3
．全
て
の
人
の
た
め
の
強
靭
な
グ
ロ
ー

　
　
バ
ル
食
料
安
全
保
障
と
栄
養
の
実
現

　
（1）
全
て
の
人
々
の
た
め
に
食
料
安
全
保

　
　
障
及
び
栄
養
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

　
（2）
強
靭
で
持
続
可
能
な
農
業
と
食
料
シ

　
　
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に

▲野村哲郎農林水産大臣（右から5人目）に要望書を手渡すJAグループ熊本の関係者

▲G7広島サミットに参加した各国首脳等

〜
農
業
生
産
資
材
高
騰
等
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施
〜

の
た
め
、
民
間
な
ど
か
ら
の
人
道
・
開
発
支

援
へ
の
投
資
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、令
和
4
年
度
の
基
本
戦
略
、「
生

産
基
盤
の
拡
大
と
県
産
農
畜
産
物
の
販
売
力

発
揮
」「
生
産
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
と
事
業

競
争
力
の
強
化
」「
経
済
連
グ
ル
ー
プ
経
営
基

盤
の
強
化
」「
県
域
Ｊ
Ａ
へ
の
取
組
」
を
基
に

事
業
別
取
組
事
項
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
厚
生
連
は
、
将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理
事

業
の
推
進
強
化
、
施
設
検
診
の
機
能
強
化
と
持

続
可
能
な
診
療
業
務
の
展
開
、
巡
回
検
診
に
お

け
る
受
診
環
境
の
整
備
、
産
業
保
健
活
動
の
積

極
的
な
展
開
と
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、

等
の
取
組
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
に

宮
本
隆
幸
氏
（
Ｊ
Ａ
熊
本
市
）
を
、Ｊ
Ａ
熊
本

経
済
連
会
長
に
丁 

道
夫
氏
（
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
）

を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
ま
し
た
。

No.403　みどりの風　2023.7.15（2） （3）No.403　みどりの風　2023.7.15



▲通常総会で挨拶を行うJA熊本中央会の
宮本隆幸会長

▲通常総会で挨拶を行うJA熊本経済連の
丁道夫会長

▲通常総会の様子

No.396　みどりの風　2022.12.15 （2）

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
各
連
合
会
は
、
6
月

30
日
、Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
7
階
ホ
ー
ル
に
て
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
央
会
お
よ
び
各
連
合
会
の
令
和
4
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
役
員
選
任
等
の
各

議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会

長
は
「
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、今
、

わ
が
国
の
農
業
は
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
家
が
安
心

し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
持
続
可
能

な
農
業
の
確
立
と
、
そ
れ
を
支
え
る
本
県
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
皆
様
方

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
中
央
会
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
で
、
県

域
Ｊ
Ａ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
践
、

農
業
者
の
所
得
増
大
等
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
持
続
可

能
な
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
経
営
基
盤
確
立
に
向
け
た

総
合
的
な
支
援
の
実
践
、
農
業
・
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
農
政
活
動
の
実
践
、
等
の
重
点

取
組
み
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の
丁
道
夫
会
長
は
、
挨

拶
で
「
国
内
農
業
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

や
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
業
者
の

減
少
、
燃
油
・
肥
料
・
資
料
等
の
資
材
価
格

の
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
、
農

業
生
産
基
盤
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
状
況
に
あ
る
。
品
目
別
の
販
売
促
進
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
生
産
資
材
の
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
仕
入
機
能
の
強
化
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
各
連
合
会
　
通
常
総
会
を
開
催

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
国
の
覇

権
主
義
的
な
動
き
へ
の
対
応
、
核
軍
縮
、
生

成
A
I
（
人
口
知
能
）
を
巡
る
ル
ー
ル
作
り

な
ど
を
主
要
議
題
と
す
る
先
進
7
ケ
国
（
Ｇ

7
）
首
脳
会
議
が
5
月
19
日
、
広
島
市
で
開

幕
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
法
の
支
配
に

基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
を
強
化

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、

現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
に
向
け
て
取
り
組
む
と
す
る

首
脳
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
食
料
・
農
業
分
野
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世
界
の
食
料
安
全
保
障
が
悪

化
し
て
い
る
と
し
て
、
深
い
懸
念
を
表
明
し

ま
し
た
。
食
料
の
生
産
・
供
給
体
制
を
強
靭

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
既
存
の
農
業
資

源
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
や
環
境
に
配
慮

し
た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
や

幅
広
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
初
の
行
動
声
明

　
ま
た
、
首
脳
宣
言
と
は
別
に
先
進
7
ケ
国

（
Ｇ
7
）
首
脳
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
・

途
上
の
8
ケ
国
首
脳
と
初
め
て
、
世
界
の
食

料
安
全
保
障
の
強
靭
化
に
向
け
た
「
広
島
行

動
声
明
」
を
出
し
ま
し
た
。
世
界
は
現
世
代

で
最
も
高
い
飢
饉
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い

る
と
警
告
し
、
危
機
へ
の
備
え
な
ど
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
食
料
不
足
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
や

す
い
8
ケ
国
と
の
行
動
声
明
は
、
飢
饉
回
避

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
被
爆
地
広
島
県
で
開
催
　

〜
強
靭
な
グ
ロ
ー
バ
ル
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る「
広
島
行
動
声
明
」を
発
表
〜

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政
治

連
盟
は
、
6
月
2
日
、
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大

臣
と
藤
木
し
ん
や
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
を
農

林
水
産
省
に
訪
ね
、
農
業
生
産
資
材
高
騰
等
に

関
す
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
等
を

背
景
と
し
た
農
業
生
産
資
材
高
騰
が
続
い
て
い

る
中
で
、
食
料
や
資
源
の
多
く
を
海
外
に
依
存

し
て
い
る
我
が
国
の
食
料
安
定
供
給
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
農
業
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
・
高
止

ま
り
は
長
期
化
し
、
生
産
現
場
で
は
負
債
増
加

等
を
理
由
に
離
農
者
も
出
始
め
る
な
ど
、
営
農

継
続
の
危
機
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

生
産
資
材
等
の
コ
ス
ト
上
昇
分
を
農
畜
産
物
価

格
へ
転
嫁
で
き
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、
生

産
資
材
価
格
高
騰
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
要
請
書
を
手
渡
し
た
J
A
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
は
「
農
業
の
厳
し
い
経
営
環
境
を

踏
ま
え
、
農
業
を
持
続
さ
せ
後
継
者
を
育
成
す

る
に
は
、
一
定
の
農
家
所
得
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大
臣
は

「
農
業
と
国
民
の
食
料
を
守
る
た
め
に
政
府
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
応
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
は
、
同
日
こ
の
大
臣

等
要
請
の
前
に
、
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
木
原

稔
氏
、
西
野
太
亮
氏
、
坂
本
哲
志
氏
、
金
子
恭

之
氏
、
参
議
院
議
員
の
松
村
祥
史
氏
、
馬
場
成

志
氏
へ
も
同
様
の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

野
村
農
水
大
臣
、藤
木
農
水
政
務
官
へ
緊
急
要
請

中
央
会
・
各
連
合
会
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
中
央
会

▽
代
表
理
事
会
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・
Ｊ

　
Ａ
熊
本
市
）

▽
副
会
長
理
事
＝
福
田
勝
徳
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
く
ま
）

▽
常
務
理
事
＝
山
本
浩
二
（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
Ｊ
Ａ
た

　
ま
な
）

◆
経
済
連

▽
代
表
理
事
会
長
＝
丁 

道
夫
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
あ
し
き
た
）

▽
副
会
長
理
事
＝
山
住
昭
二
（
新
・
Ｊ
Ａ

　
や
つ
し
ろ
）

▽
代
表
理
事
専
務
＝
梶
原 

哲
（
再
・
Ｊ
Ａ

　
か
み
ま
し
き
）

▽
代
表
理
事
常
務
＝
多
久
嘉
秀（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
前
掲
）

▽
常
勤
監
事
＝
髙
濱 

泉
（
再
・
学
経
）

◆
共
済
連

▽
運
営
委
員
会
会
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・

　
前
掲
）

▽
運
営
委
員
会
副
会
長
＝
原
山
寅
雄
（
新
・

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
）

◆
厚
生
連

▽
代
表
理
事
会
長
＝
宮
本
隆
幸（
再
・
前
掲
）

▽
副
会
長
理
事
＝
福
田
勝
徳
（
再
・
前
掲
）

▽
代
表
理
事
常
務
＝
西
野
良
二（
再
・
学
経
）

▽
代
表
監
事
＝
久
保
英
広
（
新
・
前
掲
）

◆
県
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
運
営
協
議
会

▽
運
営
協
議
会
議
長
＝
宮
本
隆
幸
（
再
・

　
前
掲
）

▽
運
営
協
議
会
副
議
長
＝
﨑
本
和
人
（
新
・

　
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
）

◆
県
農
業
信
用
基
金
協
会

▽
会
長
理
事
＝
丸
田
博
雄
（
新
・
Ｊ
Ａ
熊

　
本
う
き
）

▽
専
務
理
事
＝
岡
山
幸
市
（
再
・
学
経
）

緊
急
要
請
の
内
容

1
．生
産
資
材
高
騰
対
策
の
創
設
、拡
充

2
．物
流
2
0
2
4
年
問
題
に
よ
る
輸
送
コ

　
　
ス
ト
増
大
へ
の
対
策

3
．生
産
資
材
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農
業

　
　
者
へ
の
金
融
支
援

4
．口
蹄
疫
等
家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
水
際

　
　
対
策
の
徹
底
・
強
化

広
島
行
動
声
明
の
ポ
イ
ン
ト

1
．食
料
安
全
保
障
の
緊
急
の
危
機
へ
の

　
　
対
応

2
．将
来
の
食
料
安
全
保
障
危
機
へ
の
備

　
　
え
と
予
防

　
（1）
市
場
の
透
明
性
と
食
料
及
び
栄
養
の

　
　
危
機
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
に

　
（2）
危
機
時
に
推
奨
さ
れ
る
行
動
に
関
す

　
　
る
共
通
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

3
．全
て
の
人
の
た
め
の
強
靭
な
グ
ロ
ー

　
　
バ
ル
食
料
安
全
保
障
と
栄
養
の
実
現

　
（1）
全
て
の
人
々
の
た
め
に
食
料
安
全
保

　
　
障
及
び
栄
養
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

　
（2）
強
靭
で
持
続
可
能
な
農
業
と
食
料
シ

　
　
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に

▲野村哲郎農林水産大臣（右から5人目）に要望書を手渡すJAグループ熊本の関係者

▲G7広島サミットに参加した各国首脳等

〜
農
業
生
産
資
材
高
騰
等
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施
〜

の
た
め
、
民
間
な
ど
か
ら
の
人
道
・
開
発
支

援
へ
の
投
資
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、令
和
4
年
度
の
基
本
戦
略
、「
生

産
基
盤
の
拡
大
と
県
産
農
畜
産
物
の
販
売
力

発
揮
」「
生
産
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
と
事
業

競
争
力
の
強
化
」「
経
済
連
グ
ル
ー
プ
経
営
基

盤
の
強
化
」「
県
域
Ｊ
Ａ
へ
の
取
組
」
を
基
に

事
業
別
取
組
事
項
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
厚
生
連
は
、
将
来
を
見
据
え
た
健
康
管
理
事

業
の
推
進
強
化
、
施
設
検
診
の
機
能
強
化
と
持

続
可
能
な
診
療
業
務
の
展
開
、
巡
回
検
診
に
お

け
る
受
診
環
境
の
整
備
、
産
業
保
健
活
動
の
積

極
的
な
展
開
と
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、

等
の
取
組
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
に

宮
本
隆
幸
氏
（
Ｊ
Ａ
熊
本
市
）
を
、Ｊ
Ａ
熊
本

経
済
連
会
長
に
丁 

道
夫
氏
（
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
）

を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
は
、菊
池
地
域
8
支
部（
菊
池
、七
城
、旭
志
、泗
水
、合
志
、西
合
志
、大

津
、菊
陽
）が
あ
り
、盟
友
2
7
4
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」に
向
け
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

〜
Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
平
成
27
年
度
か
ら
始
め
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
大
会
」
は
盟
友
が

挑
戦
し
て
み
た
い
事
業
を
発
表
し
競
う
大
会

で
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
輝
く
と
Ｊ
Ａ
か
ら
50

万
円
、
青
壮
年
部
活
動
か
ら
10
万
円
が
贈
ら

れ
、
実
際
に
発
表
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
大
会

　
Ｊ
Ａ
菊
池
が
主
催
す
る
青
壮
年
部
盟
友
向

け
の
「
婚
活
事
業
」
は
、
一
泊
二
日
の
婚
活

婚
活
と
食
農
教
育
活
動

　
全
国
の
青
壮
年
部
か
ら
の
視
察
も
多
く
、

令
和
4
年

度
は
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き

青
年
部
、Ｊ

Ａ
東
京
む

さ
し
青
年

部
の
受
入

を
行
い
、

全
国
盟
友

と
の
意
見

交
換
も
行

い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
視
察
受
入
れ 

　
青
壮
年
部
学
習
会
で
は
、
盟
友
が
今
一
番

学
び
た
い
こ
と
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
税
理
士
を
招
き
節

税
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

学
習
会
活
動

　
そ
の
他
に
も
、Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
意
見
交

換
会
の
場
も
定
期
的
に
設
け
、
若
い
農
業
者

の
思
い
や
様
々
な
問
題
を
役
職
員
に
提
起
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
農
業
・
農
村
の

振
興
に
関
す
る
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

【
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
】

　
6
月
16
日
に
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
2
0
2
3
、い
わ
ゆ
る「
骨
太
方
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。財
政
・
経
済
、重

要
政
策
に
か
か
る
政
府
の
基
本
戦
略
と
し

て
、今
後
、本
方
針
等
に
基
づ
き
、2
0
2
4

年
度
予
算
編
成
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。そ
の

中
で
、今
回
の
骨
太
方
針
に
は
、①
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
本
年
度
中
の
改
正
案
国

会
提
出
、が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、②
輸
入

と
備
蓄
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
つ
つ
、輸
入

依
存
度
の
高
い
食
料
・
生
産
資
材
の
国
内
生

産
力
の
拡
大
等
の
構
造
転
換
を
推
進
し
、③

平
時
か
ら
食
料
安
全
保
障
の
状
況
を
評
価
し

不
測
時
に
政
府
一
体
で
食
料
の
確
保
等
を
行

う
仕
組
み
や
、④
適
正
な
価
格
転
嫁
を
推
進

す
る
仕
組
み
等
の
検
討
、⑤
稼
ぎ
を
重
視
し
、

2
0
2
5
年
の
輸
出
額
2
兆
円
目
標
の
前
倒

し
を
目
指
す
、こ
と
な
ど
が
重
要
事
項
と
し

て
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、6
月
21
日
に
閉
幕
し
た
第
2
1
1

回
通
常
国
会
で
す
が
、農
水
省
提
出
法
案
は

林
業
と
漁
業
関
係
の
4
法
案
で
あ
り
、例
年

に
比
べ
て
農
業
関
係
の
法
案
審
議
は
少
な
い

（
参
考
：
昨
年
度
6
法
案
）結
果
と
な
り
ま
し

た
。農
業
関
係
で
は
、内
閣
府
が
提
出
し
た
、

改
正
構
造
改
革
特
区
法
が
成
立
し
、現
在
兵

庫
県
養
父
市
の「
国
家
戦
略
特
区
」の
み
で
認

め
ら
れ
て
い
る
企
業
等
に
よ
る
農
地
取
得
に

つ
い
て
、9
月
の
施
行
後
は
自
治
体
の
申
請

に
基
づ
き
可
能
と
な
る
、「
改
革
構
造
特
区
」へ

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
や
国
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
平
行

し
て
、農
水
省
内
で
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
改
正
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。ま
ず
、7
月
18
日
さ
い
た
ま
市
に

始
ま
り
、全
国
11
都
市（
札
幌
市
・
帯
広
市
・
仙

台
市
・
金
沢
市
・
名
古
屋
市
・
京
都
市
・
岡
山

市
・
高
松
市
・
熊
本
市
・
宮
古
島
市
）で
地
方
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
場
で
、農

水
省
作
成「
中
間
と
り
ま
と
め
」に
つ
い
て
、一

般
公
開（
傍
聴
申
込
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
農
政
局
等

に
要
問
合
せ
）の
上
、関
係
者
に
よ
る
意
見
交

換
が
実
施
さ
れ
ま
す
。同
時
に
農
水
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、7
月
22
日
ま
で
と
り
ま
と
め
に

関
す
る
意
見
・
要
望
の
募
集
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
に
向
け
て
、皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
自
分

事
と
し
て
、日
々
の
生
活
の
中
で
何
が
出
来
る

か
、こ
の
機
会
に
ご
検
討
頂
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て
、お
気
づ
き
の
点
や
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、
引
き
続
き

日
々
の
公
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
国
民
の
支
え
の
も
と
Ｊ
Ａ
と
自
治
体

は
大
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う

　
将
来
へ
つ
な
が
る
担
い
手
対
策
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
、国
民
と
政
府
が
同
意
し
、各

地
の
特
性
を
踏
ま
え
た
形
で
、作
業
受
委
託

や
集
落
営
農
、法
人
化
や
規
模
拡
大
等
の
取

り
組
み
が
大
々
的
に
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、世
界
各
国
の
取
り
組

み
に
先
行
し
て
、我
が
国
に
お
け
る
食
料
安

全
保
障
の
取
り
組
み
を
、し
っ
か
り
と
具
体
化

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。そ
れ
を
成
し
遂

げ
る
に
は
、地
域
に
根
差
し
、地
域
の
実
情
を

熟
知
し
て
い
る
J
A
と
自
治
体
が
中
心
に
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。全

国
の
J
A
と
農
業
者
と
地
域
は
、一
体
と
な
っ

て
、求
め
ら
れ
る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を

目
指
し
て
、全
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

最
大
の
課
題
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と

担
い
手
の
減
少
の
克
服

　
食
料
安
全
保
障
政
策
の
確
立
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。そ
の
具
体
策
と
な
る
と
、簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
り
わ
け
我
が
国
の

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
状
況
や
、担
い
手

の
著
し
い
減
少
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。農
業
従
事
者
の
所
得
実
現
が
ど
の
程

度
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
の
か
、魅
力
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
か

等
、分
析
と
確
認
を
し
、こ
の
問
題
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

国
や
地
域
の
政
策
確
立
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

　
国
や
地
域
の
政
策
と
し
て
も
、相
当
の

努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
成
果

は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、ど
う
克

服
す
る
の
か
、そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
ど

う
進
め
る
の
か
、徹
底
し
て
検
討
し
、そ
の

手
順
や
政
策
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
我
が
国
の
国
土
の
制

約
を
考
え
て
み
れ
ば
、進
展
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、政
策
推
進

と
地
域
や
自
治
体
や
農
業
者
の
工
夫
で
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
２
０
２
３
骨
太
方
針
と

　
　
　
　
　
　
通
常
国
会
閉
幕
」

食
料
安
全
保
障
政
策
の
確
立
に

全
力
を
あ
げ
よ
う

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲御田植祭での神事（八代市)

と
が
で
き
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
酪
農
家

が
脱
臭
資
材
を
使
っ
て
牛
舎
の
匂
い
を
軽
減

し
、
畜
産
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
や
地
域

住
民
の
住
み
や
す
さ
向
上
を
目
指
す
発
表
を

し
た
旭
志
支
部
の
「
ニ
オ
イ
が
永
遠
の
テ
ー

マ
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
、
菊
池
の
観
光
名
所
を
巡
り
な
が

ら
仲
を
深
め
ま
す
。
平
成
30
年
か
ら
始
ま
っ

た
婚
活
ツ
ア
ー
は
、
現
在
ま
で
8
回
開
催
、

毎
回
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
今
ま
で

に
9
組
が
結
婚
し
ま
し
た
。

　
食
農
教
育
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

支
部
ご
と
に
地
域
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

等
で
体
験
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米

の
種
ま
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り
や
さ
つ
ま
い

も
の
苗
植
え
・
収
穫
体
験
、
ニ
ン
ジ
ン
の
収

穫
体
験
な
ど
各
支
部
の
特
色
に
合
わ
せ
た
食

農
教
育
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▲令和4年度の新役員のメンバー

▲チャレンジ事業コンペティション大会で
　発表を行う盟友

▲一番学びたいことをテーマに
　学習会を開催

▲全国からの青壮年部を受け入れての視察の状況

▲食農教育活動で小学生を招いての
　米の種まき

▲青壮年組織の定期総会にて
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Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
は
、菊
池
地
域
8
支
部（
菊
池
、七
城
、旭
志
、泗
水
、合
志
、西
合
志
、大

津
、菊
陽
）が
あ
り
、盟
友
2
7
4
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」に
向
け
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

〜
Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
菊
池
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
平
成
27
年
度
か
ら
始
め
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
大
会
」
は
盟
友
が

挑
戦
し
て
み
た
い
事
業
を
発
表
し
競
う
大
会

で
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
輝
く
と
Ｊ
Ａ
か
ら
50

万
円
、
青
壮
年
部
活
動
か
ら
10
万
円
が
贈
ら

れ
、
実
際
に
発
表
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
大
会

　
Ｊ
Ａ
菊
池
が
主
催
す
る
青
壮
年
部
盟
友
向

け
の
「
婚
活
事
業
」
は
、
一
泊
二
日
の
婚
活

婚
活
と
食
農
教
育
活
動

　
全
国
の
青
壮
年
部
か
ら
の
視
察
も
多
く
、

令
和
4
年

度
は
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き

青
年
部
、Ｊ

Ａ
東
京
む

さ
し
青
年

部
の
受
入

を
行
い
、

全
国
盟
友

と
の
意
見

交
換
も
行

い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
視
察
受
入
れ 

　
青
壮
年
部
学
習
会
で
は
、
盟
友
が
今
一
番

学
び
た
い
こ
と
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
税
理
士
を
招
き
節

税
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

学
習
会
活
動

　
そ
の
他
に
も
、Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
意
見
交

換
会
の
場
も
定
期
的
に
設
け
、
若
い
農
業
者

の
思
い
や
様
々
な
問
題
を
役
職
員
に
提
起
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
農
業
・
農
村
の

振
興
に
関
す
る
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

【
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
】

　
6
月
16
日
に
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
2
0
2
3
、い
わ
ゆ
る「
骨
太
方
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。財
政
・
経
済
、重

要
政
策
に
か
か
る
政
府
の
基
本
戦
略
と
し

て
、今
後
、本
方
針
等
に
基
づ
き
、2
0
2
4

年
度
予
算
編
成
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。そ
の

中
で
、今
回
の
骨
太
方
針
に
は
、①
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
本
年
度
中
の
改
正
案
国

会
提
出
、が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、②
輸
入

と
備
蓄
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
つ
つ
、輸
入

依
存
度
の
高
い
食
料
・
生
産
資
材
の
国
内
生

産
力
の
拡
大
等
の
構
造
転
換
を
推
進
し
、③

平
時
か
ら
食
料
安
全
保
障
の
状
況
を
評
価
し

不
測
時
に
政
府
一
体
で
食
料
の
確
保
等
を
行

う
仕
組
み
や
、④
適
正
な
価
格
転
嫁
を
推
進

す
る
仕
組
み
等
の
検
討
、⑤
稼
ぎ
を
重
視
し
、

2
0
2
5
年
の
輸
出
額
2
兆
円
目
標
の
前
倒

し
を
目
指
す
、こ
と
な
ど
が
重
要
事
項
と
し

て
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、6
月
21
日
に
閉
幕
し
た
第
2
1
1

回
通
常
国
会
で
す
が
、農
水
省
提
出
法
案
は

林
業
と
漁
業
関
係
の
4
法
案
で
あ
り
、例
年

に
比
べ
て
農
業
関
係
の
法
案
審
議
は
少
な
い

（
参
考
：
昨
年
度
6
法
案
）結
果
と
な
り
ま
し

た
。農
業
関
係
で
は
、内
閣
府
が
提
出
し
た
、

改
正
構
造
改
革
特
区
法
が
成
立
し
、現
在
兵

庫
県
養
父
市
の「
国
家
戦
略
特
区
」の
み
で
認

め
ら
れ
て
い
る
企
業
等
に
よ
る
農
地
取
得
に

つ
い
て
、9
月
の
施
行
後
は
自
治
体
の
申
請

に
基
づ
き
可
能
と
な
る
、「
改
革
構
造
特
区
」へ

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
や
国
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
平
行

し
て
、農
水
省
内
で
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
改
正
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。ま
ず
、7
月
18
日
さ
い
た
ま
市
に

始
ま
り
、全
国
11
都
市（
札
幌
市
・
帯
広
市
・
仙

台
市
・
金
沢
市
・
名
古
屋
市
・
京
都
市
・
岡
山

市
・
高
松
市
・
熊
本
市
・
宮
古
島
市
）で
地
方
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
場
で
、農

水
省
作
成「
中
間
と
り
ま
と
め
」に
つ
い
て
、一

般
公
開（
傍
聴
申
込
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
農
政
局
等

に
要
問
合
せ
）の
上
、関
係
者
に
よ
る
意
見
交

換
が
実
施
さ
れ
ま
す
。同
時
に
農
水
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、7
月
22
日
ま
で
と
り
ま
と
め
に

関
す
る
意
見
・
要
望
の
募
集
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
に
向
け
て
、皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
自
分

事
と
し
て
、日
々
の
生
活
の
中
で
何
が
出
来
る

か
、こ
の
機
会
に
ご
検
討
頂
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て
、お
気
づ
き
の
点
や
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、
引
き
続
き

日
々
の
公
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
国
民
の
支
え
の
も
と
Ｊ
Ａ
と
自
治
体

は
大
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う

　
将
来
へ
つ
な
が
る
担
い
手
対
策
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
、国
民
と
政
府
が
同
意
し
、各

地
の
特
性
を
踏
ま
え
た
形
で
、作
業
受
委
託

や
集
落
営
農
、法
人
化
や
規
模
拡
大
等
の
取

り
組
み
が
大
々
的
に
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、世
界
各
国
の
取
り
組

み
に
先
行
し
て
、我
が
国
に
お
け
る
食
料
安

全
保
障
の
取
り
組
み
を
、し
っ
か
り
と
具
体
化

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。そ
れ
を
成
し
遂

げ
る
に
は
、地
域
に
根
差
し
、地
域
の
実
情
を

熟
知
し
て
い
る
J
A
と
自
治
体
が
中
心
に
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。全

国
の
J
A
と
農
業
者
と
地
域
は
、一
体
と
な
っ

て
、求
め
ら
れ
る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を

目
指
し
て
、全
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

最
大
の
課
題
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と

担
い
手
の
減
少
の
克
服

　
食
料
安
全
保
障
政
策
の
確
立
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。そ
の
具
体
策
と
な
る
と
、簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、と
り
わ
け
我
が
国
の

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
状
況
や
、担
い
手

の
著
し
い
減
少
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。農
業
従
事
者
の
所
得
実
現
が
ど
の
程

度
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
の
か
、魅
力
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
か

等
、分
析
と
確
認
を
し
、こ
の
問
題
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

国
や
地
域
の
政
策
確
立
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

　
国
や
地
域
の
政
策
と
し
て
も
、相
当
の

努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
成
果

は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、ど
う
克

服
す
る
の
か
、そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
ど

う
進
め
る
の
か
、徹
底
し
て
検
討
し
、そ
の

手
順
や
政
策
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
我
が
国
の
国
土
の
制

約
を
考
え
て
み
れ
ば
、進
展
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、政
策
推
進

と
地
域
や
自
治
体
や
農
業
者
の
工
夫
で
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
２
０
２
３
骨
太
方
針
と

　
　
　
　
　
　
通
常
国
会
閉
幕
」

食
料
安
全
保
障
政
策
の
確
立
に

全
力
を
あ
げ
よ
う

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲御田植祭での神事（八代市)

と
が
で
き
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
酪
農
家

が
脱
臭
資
材
を
使
っ
て
牛
舎
の
匂
い
を
軽
減

し
、
畜
産
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
や
地
域

住
民
の
住
み
や
す
さ
向
上
を
目
指
す
発
表
を

し
た
旭
志
支
部
の
「
ニ
オ
イ
が
永
遠
の
テ
ー

マ
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
、
菊
池
の
観
光
名
所
を
巡
り
な
が

ら
仲
を
深
め
ま
す
。
平
成
30
年
か
ら
始
ま
っ

た
婚
活
ツ
ア
ー
は
、
現
在
ま
で
8
回
開
催
、

毎
回
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
今
ま
で

に
9
組
が
結
婚
し
ま
し
た
。

　
食
農
教
育
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

支
部
ご
と
に
地
域
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

等
で
体
験
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米

の
種
ま
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り
や
さ
つ
ま
い

も
の
苗
植
え
・
収
穫
体
験
、
ニ
ン
ジ
ン
の
収

穫
体
験
な
ど
各
支
部
の
特
色
に
合
わ
せ
た
食

農
教
育
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▲令和4年度の新役員のメンバー

▲チャレンジ事業コンペティション大会で
　発表を行う盟友

▲一番学びたいことをテーマに
　学習会を開催

▲全国からの青壮年部を受け入れての視察の状況

▲食農教育活動で小学生を招いての
　米の種まき

▲青壮年組織の定期総会にて
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　JA中央会

　

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・

中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク―

ル
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
で
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
は
67
回
目
、
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
52
回
目
を
迎
え
ま

す
。
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
小
・
中
学
生
の
書
写
教
育
な
ら

び
に
美
術
教
育
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
思
想
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
の
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県

下
6
4
3
校
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

2
0
、8
4
8
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
下

1
9
5
校
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

1
、2
8
9
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
夏

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
熊
本
県
大
会
で
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品
は

全
国
大
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努

力
と
発
想
力
に
満
ち
溢
れ
た
作
品
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
も
し
く
は

Ｊ
Ａ
共
済
の
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い 

。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

h
ttp
s://so

c
ia
l.ja
-k
yo
sa
i.o
r.jp
/

c
o
n
te
st/in

d
e
x.h
tm
l

　
日
本
農
業
新
聞
は
5
月
11
日
、
東

京
都
千
代
田
区
で
令
和
5
年
度
日
本

農
業
新
聞
全
国
大
会
を
開
き
、Ｊ
Ａ
代

表
者
ら
4
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
紙
の
記
事
と
情
報
を
活
用
し
「
不

断
の
自
己
改
革
」
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
確

認
し
、
読
者
の
拡
大
運
動
の
徹
底
や
、
組
合

員
と
の
対
話
の
強
化
に
向
け
た
購
読
・
活
用

に
取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
日
本
農
業
新
聞
が
開
催
し
た
、「
第
19
回

日
本
農
業
新
聞
一
村
逸
品
大
賞
」
の
中
央
審

査
会
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
く
ま
販
売
セ
ン
タ
ー

が
販
売
す
る
「
球
磨
茶
ぷ
り
ん
」
が
大
賞
に

次
ぐ
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
黒
木
久
美
さ
ん
は
「
厳
選

さ
れ
た
球
磨
茶
の
一
番
茶
に
こ
だ
わ
り
開
発

J
A
く
ま
の「
球
磨
茶
ぷ
り
ん
」が
金
賞
を
受
賞

し
た
自
慢
の
加
工
品
。
発
売
か
ら
1
年
の
商

品
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。

　
今
後
も
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の

開
発
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
グ
ル
ー
プ
は
6

月
9
日
、熊
本
市
役
所
で
大
西
一
史
熊

本
市
長
に
熊
本
城
災
害
復
旧
支
援
金

と
し
て「
純
米
か
す
て
ら
」の
売
り
上

げ
か
ら
35
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
支
援
金
は
、同
連
が
2
0
2
2
年
5
月
よ

り
販
売
を
始
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ

「
純
米
か
す
て
ら
」の
売
り
上
げ
の
一
部
で
す
。

同
商
品
は
、熊
本
県
内
で
も
多
く
の
人
が
生

産
す
る
米
の
6
次
化
商
品
と
し
て
、県
産
米

粉
1
0
0
％
に
こ
だ
わ
り
開
発
し
ま
し
た
。

熊
本
城
災
害
復
旧
支
援
金
と
し
て

「
純
米
か
す
て
ら
」売
上
金
の一部
を
熊
本
市
に
贈
呈

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
県
内
の
観
光
名
所
を
デ
ザ

イ
ン
し
、米
の
消
費
拡
大
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、復
興

支
援
を
目
的
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

 

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の
丁
道
夫
会
長
は「
熊
本

城
の
復
興
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、食

と
農
を
通
じ
て
熊
本
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
大
西
一
史
市
長
は「
復
興
支
援
金
は
あ
り

が
た
い
、生
産
者
の
活
力
、地
域
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
な
お
い
し
い
商
品
を
こ
れ
か
ら
も

全
国
へ
発
信
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
し
つ
こ
い
肩
こ
り
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、肩
こ
り
か
ら
く
る
心
身
の

不
調
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

●
肩
こ
り
と
は

　
肩
こ
り
の
主
な
原
因
は
、
重
い
頭

を
首
と
肩
で
支
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
一
般
的
に
成
人
で
あ
れ
ば
頭
の
重
さ
は
五

か
ら
六
キ
ロ
程
度
で
、
肩
に
か
か
る
負
担
は

か
な
り
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
肩
こ
り
の
症
状
が
長
期
的
に
続
く

と
、
自
律
神
経
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
し
心
身

の
不
調
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
自
律
神
経
が
乱
れ
る
原
因

　
自
律
神
経
は
、日
中
活
動
す
る
た
め
の
「
交

感
神
経
」
と
、
睡
眠
な
ど
身
体
の
疲
れ
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
「
副
交
感
神
経
」
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
ち
、
心
身
の
健
康
状
態
を
正
常

に
調
整
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
緊
張
状
態
や
過
度
の
ス
ト
レ
ス

が
続
く
と
「
交
感
神
経
」
ば
か
り
が
優
位
に

働
い
て
し
ま
い
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
心
身
の
不
調
に
陥
り
ま
す
。

　
ま
た
、
首
回
り
は
神
経
の
通
り
道
で
あ
り
、

頭
部
を
支
え
動
か
す
役
割
を
持
つ
た
め
、首
・

肩
ま
わ
り
の
筋
肉
の
凝
り
や
神
経
の
圧
迫

で
、
自
律
神
経
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
自
律
神
経
の
乱
れ
で
起
こ
る
主
な
症
状

　
自
律
神
経
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状

に
は
、
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頭
痛 肩

こ
り
か
ら
く
る
不
調

　　 JA厚生連

▲左からJAくまの黒木久美さん、
　審査委員長のやくみつるさん、
　JAくまの吉田眞優さん▲金賞を受賞した「球磨茶ぷりん」

▲純米かすてら寄付金贈呈の様子

▲感謝状を受け取る丁道夫会長

▲表彰を受けるＪＡくまの渡瀬幸一参事

JA経済連

　JA共済連
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疲
労
感

③ 

冷
え
性
・
継
続
的
な
微
熱

④ 

睡
眠
不
足

⑤ 

ド
ラ
イ
ア
イ
・
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

⑥ 

吐
き
気
や
便
秘
、
下
痢

⑦ 

筋
肉
の
凝
り
や
関
節
の
痛
み

⑧ 

精
神
疾
患
　
　
　
　
　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
自
律
神
経
の
乱
れ
を
改
善
す
る
に
は

　
自
律
神
経
の
乱
れ
を
改
善
す
る
に
は
、
生

活
習
慣
・
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
不
足
な
ど
様
々

な
原
因
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
肩
こ
り
を
治
す
こ
と
で
改
善
に
つ

な
が
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

①
首
ま
わ
り
を
動
か
す
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う

②
首
や
肩
を
蒸
し
タ
オ
ル
な
ど
で
温
め
る

③
仕
事
上
の
姿
勢(

特
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク)

　
を
見
直
す

④
メ
ガ
ネ
等
の
定
期
的
な
調
整
を
行
う

⑤
血
行
を
よ
く
す
る
栄
養
素
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
）

　
を
含
む
食
事(

ご
ま
、
ナ
ッ
ツ
類)

を
摂

　
取
す
る

な
ど
の
改
善
策
を
行
い
、
首
・
肩
ま
わ
り
の

筋
肉
の
緊
張
や
血
行
不
良
の
改
善
に
努
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
に
医
療
機
関
に

相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
厚
生
連
診
療
所
で
も
院
外
処
方
に

は
な
り
ま
す
が
、「
肩
こ
り
」
に
対
す
る
診

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
気
に
な
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
5
年
度 

J
A
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

お
よ
び
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
！

▲

熊
本
市
立
出
水
中
学
校
2
年（
応
募
当
時
）

　
木
原
　
英
理
佳
さ
ん

▲

玉
名
市
立
玉
名
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小
学
校
3
年（
応
募
当
時
）
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ん

▲

八
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市
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麦
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4
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応
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当
時
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さ
ん
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作
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応
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だ
さ
い
。

令
和
5
年
度 

J
A
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

お
よ
び
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
！

▲

熊
本
市
立
出
水
中
学
校
2
年（
応
募
当
時
）

　
木
原
　
英
理
佳
さ
ん

▲

玉
名
市
立
玉
名
町
小
学
校
3
年（
応
募
当
時
）

　
岩
本
　
海
音
さ
ん

▲

八
代
市
立
麦
島
小
学
校
4
年（
応
募
当
時
）

　
三
島
　
佳
子
さ
ん

【令和4年度 熊本県知事賞作品】
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令和5年

　
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
描
か
れ
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
、目
の
前
を
走
っ
て
い
く
。く
み
あ
い
運
輸
の
車
だ

ろ
う
か
。今
、大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
物
流

の「
2
0
2
4
年
問
題
」で
あ
る
。物
流
業
界
は
高
齢

化
と
人
手
不
足
、長
時
間
労
働
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
う
ち
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

な
か
っ
た
。だ
が
、2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
、働
き

方
改
革
関
連
法
に
基
づ
く
新
た
な
労
働
基
準
法
が
適

用
さ
れ
、年
9
6
0
時
間
に
制
限
さ
れ
る
。そ
う
な
る

と
さ
ら
に
人
手
不
足
が
進
ん
で
物
流
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、こ
の
こ
と
が「
2
0
2
4
年
問

題
」と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
働
き
方
改
革
に
よ
る
残
業
時
間
の
制
限
は
、労
働

環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る
半
面
、人
手
が
足
り
な
く

な
り
、配
送
の
遅
れ
や
欠
品
、配
送
料
の
上
昇
に
つ
な

が
る
な
ど
の
懸
念
が
出
て
い
る
。野
村
総
合
研
究
所

は
、2
0
2
5
年
に
は
全
国
の
荷
物
総
量
の
う
ち
約

28
％
、2
0
3
0
年
に
は
約
35
％
が
運
べ
な
く
な
る

と
の
推
計
を
公
表
し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、業
界
も

あ
の
手
こ
の
手
で
対
策
を
模
索
し
て
い
る
。物
流
各

社
は
、1
台
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
の
荷
物
を
運

べ
る「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」の
活
用
や
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
か
ら
船
や
鉄
道
に
転
換
す
る
取
り
組
み
も
加
速

し
て
い
る
。ま
た
、各
メ
ー
カ
ー
や
小
売
業
界
は
配
送

の
共
同
化
を
展
開
し
て
い
る
。先
ご
ろ
は
、ヤ
マ
ト
運

輸
が
宅
急
便
の
配
達
が
1
日
遅
れ
る
こ
と
を
発
表
し

た
。牛
丼
チ
ェ
ー
ン
の
吉
野
家
で
は
、定
年
を
迎
え
た

社
員
を
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
す
る
制
度

を
検
討
し
て
い
る
。

　
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
食
料
が
国
民
へ
行
き

渡
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。こ
の
問
題
に

は
物
流
業
界
や
卸
、Ｊ
Ａ
、農
業
者
、消
費
者
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。

農 政 連 情 報 誌農 政 連 情 報 誌

みどりの風 vol.403

今月の表紙「自慢の畑」 (撮影：釜　沙織 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

『農業のさらなる発展へ』をテーマに、
労働力不足等に直面している日本の農
業生産に欠くことのできない最新農業
機械を提案します。
皆様のご来場をお待ちしております！

〔お問い合せ〕JA熊本経済連 農業機械課
TEL：096-328-1181

あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
7
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
こ
の
時
期
、貰
っ
て
う
れ
し
い
も
の
は
何
で
す
か
？

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
相
手
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
贈
る
も
の
に
お
中
元
が
あ
り
ま
す
。お
中
元

は
夏
に
品
物
を
送
り
ま
す
が
、地
域
に
よ
っ
て
送
る
時

期
が
異
な
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。7
月
の
初
旬
だ
っ

た
り
、8
月
の
中
旬
だ
っ
た
り
、沖
縄
で
は
9
月
の
初

旬
ご
ろ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
中
元
と
同
じ
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
相
手
に
贈

り
物
を
す
る
も
の
に
お
歳
暮
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。お
中

元
は
相
手
に
上
半
期
の
感
謝
を
込
め
て
夏
に
送
る
も
の

で
す
が
、お
歳
暮
は
相
手
に
1
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

冬
に
送
る
も
の
で
す
。由
来
や
送
る
時
期
な
ど
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
も
相
手
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
お
中
元
や
お
歳
暮
の
品
物
を
包
む
際
に
使
わ
れ
る

の
が
の
し
紙
で
す
。こ
の
の
し
紙
の
右
上
に
あ
る
飾
り

が「
夷
斗
」（
の
し
）で
す
。こ
の
夷
斗
と
水
引
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
も
の
が「
の
し
紙
」で
す
。水
引
に
は
、蝶
結
び

と
結
び
切
り
が
あ
る
の
で
留
意
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

撮影：小森田 隆弘 様

「トマト食べたいニャ」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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